
事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート

事業実績

-

評価指標

事業の計画・内容

）

評価

整備内容 運営体制

1

2

3

4

事業費（人件費除く）の財源内訳

190

44
実績 45
目標 190

目標

実績

目標

実績

観光振興計画に基づき、Ｈ２３に登録者数を５０
人にするため、段階的に目標を設定する。

前年度比５％増

人

件

H21

実績値
単位指標設定の考え方

実績

H19 H20

評価者
氏　名

伊室　春利 連絡先
22

(内線)

そ   の   他
一 般 財 源

計

コード

名称
担当部課

160500

産業振興部商工観光課

終了年度 平成

事      業      費
国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債
受益者負担

6,102140

822

平成２１年度 計画内容

6,102 102

6,000
102102

③ニューツーリズム

①語り部研修支援

102

9,702 822

目標

実績

目標 2
実績 2

720

①語り部研修支援

②語り部傷害保険

73

　 　

年度

145

　
①語り部研修支援

②語り部傷害保険

118

関連事業
年度

　委託先

平成２０年度 決算内容

　

3

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

市内の類似施設

2

総事業費 千円

配置（予定）人員 人

4
年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

伊賀上野語り部の会

（※対象件数

根拠法令・要綱等

千円

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

2

①語り部研修のための支援を行った。
○平成２０年７月１日　：三重観光ボランティアガイド連絡協議会総会
及び研修会参加
○平成２０年１１月１９日：三重観光ボランティアガイド連絡協議会平成
20年度北中勢・伊賀地区交流研修会参加
○平成２１年３月１３日：研修交流会（大和郡山市）
○傷害保険継続

○より柔軟な語り部活動に向けて、独立したＮＰＯ法人を
目指し勉強している。
○多様な観光ニーズに対応するため、「菜の花プロジェク
ト」と連動させる形で新たな観光商品を開発し、市街地と
周辺部を結びつけるグリーンツーリズムやエコツーリズム
などニューツーリズムを推進する。

(千円)
①語り部研修支援

②語り部傷害保険29

　

②語り部傷害保険

委託
進
　
捗
　
状
　
況

年度

工事

事
業
内
容

開始年度 平成

事
業
目
的

基本計画該当頁

施　策

165

備
考

成果（どうなるのか）

事
業
内
容

112
28

4

状
況
変
化
等

　

金  額

（Ａ）

事業投入人員

進捗率
(％)

　

平成１９年度 決算内容

語り部のレベルアップがはかられ、観光客の増加につながる。

(千円)

運営主体

　
事 業 内 容 数量

平成２３年度 計画内容平成２２年度 計画内容

27

140事業費計(A)
　 　

　 Σ

人件費（Ｂ） 0.1 人 720

860

人件費（Ｂ）

　

0.1

事業費計(A)
　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

145

創出バイオディー

ゼル車購入事業

人件費（Ｂ）

　 Σ

人 720 人 720

事業費計(A)

865

　

　 (千円)

②語り部傷害保険

(千円)

29
73

　

0.1

Σ 102

102

　

人 720

　　 　
Σ

①語り部研修支援

　 　 　
事業費計(A) 　 102

73
29

822

0.10.5 人 3,600 人件費（Ｂ）

商工費

　 　

　 (千円)

観光費

観光振興経費

観光振興経費

6,102

6,000

　 Σ

総合評価 事業の方向性

9670

2757

事業の成果を測る指標

語り部の登録者数

語り部案内件数

評価項目 ポイント

102

①語り部研修支援

②語り部傷害保険

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

市内の観光施設・文化施設等の魅力を継承・発展させ観光客等に的確に情報発信する。

語り部の会員数は横ばいであるが、研修等によりレベルアップが図られた。

２０年度は計画以上に事業実施し、達成できた。

必要最低限の経費で実施している。

(千円)

平成２４年度 計画内容
事 業 内 容

人0.1

102
　 　
　 Σ

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

102 102
102

145
145

102

地域活性化・経済危機対策臨時交付
金

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ）

Ａ
の
財
源
内
訳 140

140

評価項目についてのコメント

効率性

4

3

必要性

有効性

4

4

達成度

改善についての取り組み

　

29
73

事 業 内 容単位 数量 金  額単位 事 業 内 容 数量 金  額 事 業 内 容単位 数量 金  額単位 事 業 内 容 数量 金  額 金  額単位単位 数量

区分

会計

項

名               称

656-4

44

事業名

基　本
施　策

細目

細々目

款

コード

観光振興事業（語り部の育成）

資源ともてなしの心を活かし、観光を振興する
目

地域のにぎわいづくり

コード 名            称

01

07

一般会計

商工費

01

01

03

101

190

40

44

190

181

目標

実績 157

46 47

H22

2

A 現状維持 語り部の案内があることを積極的にＰＲし案内件数を増やすとともに、新たな観光ニーズへの対応を図る。

目標値

目標 目標

実績

2
3

目標

実績実績

語り部の視察研修

目標

ソフト事業

活動指標 単位
実績値

H19 H20 H21 H22

目標値

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


